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著書A 5 学術論文B 16

氏名（漢字） 連大 太郎

氏名（ローマ字） RENDAI Taro

A.著書（図書）

著書1

島根太郎・山口次郎

植物病原性微生物研究法

鳥取一郎ら

XXX-XXXX-XXXXXXXX

ソフトサイエンス社

東京

植物病原菌が生産する毒素の研究法

単著の場合のページ総数

複数箇所執筆の場合

著書2

Shimane, T., Koyama, H. and Yamaguchi, J.

Molecular biology of rice

Tottori, I. et al.

XXX-XXXX-XXXXXXXX

Springer

Berlin

Genetic engineering of virus resistance

単著の場合のページ総数

複数箇所執筆の場合 pp.5-8, 20-25, 107-111

58

出版

著書3

島根太郎

土と農業

XXX-XXXX-XXXXXXXX

日本植物貿易協会

東京

A.著書（総説：Review）

著書
（総説1）

Shimane, T. and Yamaguchi, J.

Gibberellin receptor and its role in gibberellin signaling in plants

Annual Review of Plant Biology

受理年月日 年　月　日

1053

単著の場合のページ総数 200

複数箇所執筆の場合

著書
（総説2）

　 年　月　日

https://doi.org/101016/xxxx.xxxx

受理年月日
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D○合資格対象者：A+B 合計7編まで記入可（5 編程度の記入でよい）

D 合資格対象者：A+B 合計5編まで記入可（3 編程度の記入でよい）

【重要】教員資格再審査の審査基準としては、D○号資格対象者は5編，D 合資格対象者は3 編が基準とな

りますので、「B.学術論文」のみで基準数に達するのであれば、それ以上の数の学術論文や著書を記入し

て頂く必要は必ずしもありません。

※ 「A.著書」には「総説（Review）を含めることができます。その場合は「A.著書（総説：Review）」に

記入してください。

※ 受理済の論文も含めることができますが、次回の再審査では業績に含めることはできません。

投稿中で9 月末日までに受理の可能性がある「総説」については、「状況」において「投稿中」

として「A.著書（総説：Review）」に記入することができます。ただし、9 月30 日までに､連大

事務（ag-rensou@ml.adm.tottori-u.ac.jp）に、結果を必ず報告してください。9 月30 日までに

受理された論文については、受理済論文として取り扱います。

※デフォルトの記入数は「A. 著書（図書）」が3件、「A.著書（総説：Review）」が2件、「B. 学術論文」

が5件です。それぞれの業績を増やす場合は、「著書3」、「著書（総説2）」、「論文5」の行をコピーし、

それぞれの後に挿入（コピーしたセルの挿入）することで 増やしてください。

ISBNは必須

DOIはリンク付DOIを記⼊（番号のみは不可）

１冊の著書の中で複数の箇所を執筆し
た場合は各執筆ページを列記

分担執筆の場合は執筆ページを記⼊
年⽉はすべて⻄暦で記⼊

１冊の著書の中で複数の箇所を執筆した場
合は記⼊不要
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最近5年間の起算年（2018年）及び最終年（2023年）の業績については必ず発行年月まで記入し、そ

の他の年の業績は発行年のみ記入してください。
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論文4

　 受理年月日 年　月　日

論文5

　

Temporal influences on Landsat-5 Thematic Mapper image in visible band

73

https://doi.org/101016/xxxx.xxxx

International Journal of Remote Sensing

615

Shimane, T., Koyama, H. and Yamaguchi, J.
Estimation of moisture availability over the river basin of the Loess Plateau of China based
on remote sensing
Journal of Arid Environments

677

B.学術論文

論文1

山口次郎・鳥取一郎・島根太郎

ナシ黒斑病菌の雌蕊感染と果袋内果実の発病

論文2

https://doi.org/101016/xxxx.xxxx

園芸学会誌

52

1370

受理年月日 年　月　日

論文3

受理 受理年月日 2023年5月1日

オンライン公表 受理年月日 年　月　日

受理年月日 年　月　日

Short communication

Full Paper

63

https://doi.org/101016/xxxx.xxxx

Yamaguchi, J., Tottori, I. and Shimane, T.

原著論文

出版

論⽂カテゴリーは業績PDFに記載のカテゴリーを記載。無い場合は原著論⽂
（Full Paper）、短報、報告、Short communication 等のカテゴリーを記載

投稿中で9 月末日までに受理の可能性がある「論文」については、「状況」において「投稿中」と

して「B.学術論文」に記入することができます。ただし、9 月30 日までに､連大事務（ag-

rensou@ml.adm.tottori-u.ac.jp）に、結果を必ず報告してください。9 月30 日までに受理された

論文については、受理済論文として取り扱います。

受理の場合は受理年⽉⽇を記⼊ 「受理年月日」は、全ての論文に対して記入する必要はありません。「状況」が「受理」の場合の

みに記入してください。この場合、ページの情報は記入なしとなります。

オンラインジャーナル等のページ付けがない論文については、「ページ」の「始め」の欄に

「e〇〇〇」（〇〇〇は論文番号）を記入してください。また、論文番号がない場合は、

「p〇〇〇」（〇〇〇はページ数）を記入してください。

ページ付けがない論⽂は「e論⽂番号」あるいは「pページ数」を記⼊

DOIはリンク付DOIを記⼊（番号のみは不可）


